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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（７）平成２４年（２０１２）１月１日号

里
山
散
策
会
「
冬
だ
か
ら
こ
そ
」

　
松
戸
市
に
あ
る
「
　
世
紀
の
森
と

21

広
場
」
の
園
内
を
め
ぐ
り
、
大
陸
か

ら
や
っ
て
き
た
冬
鳥
の
姿
を
探
し
ま

す
。

■時 
1
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

21

30

午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）。

■場 
集
合
場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新

八
柱
駅
前
。
解
散
場
所
は
、　
世
紀

21

の
森
と
広
場
中
央
口
。

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
双
眼
鏡
、
防
寒

着
を
持
参
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

「
放
射
能
か
ら
子
ど
も
を
守
る
」

～
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
対
処
法
～

　
印
西
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
児
童
専
門
部
会
で
は
、
安
全
、

安
心
な
子
育
て
を
す
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
を
支
援
す
る
目
的
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
は
放
射
能
か
ら
身
を
守
る
対

処
法
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
、
少
し
で
も
不
安
の
な
い
子
育
て

に
役
立
て
ば
と
思
い
、
講
演
会
を
企

画
い
た
し
ま
し
た
。
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
印
西
市
民
生
委
員
・
児

童
委
員
協
議
会
児
童
専
門
部
会
主
催
、

印
西
市
後
援
。

■時 
1
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午

26

10

（
受
け
付
け
は
9
時
　
分
～
）。

30

■場 
市
役
所
（
大
森
）。

噛
講
師
…
武
田
志
乃
氏
（
独
立
行
政

法
人
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
）。

■対 
市
内
在
住
の
子
育
て
中
の
保
護
者

お
よ
び
関
係
者
。

■費 
無
料
。

■申 
当
日
受
け
付
け
。

■問 
主
任
児
童
委
員
・
豊
田
（
■携 
0
9

0
―
6
9
3
2
―
5
2
2
6
）。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
　
印
西

in

～
考
え
よ
う
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
～

知
っ
て
い
ま
す
か
？
食
品
の
表
示

　
千
葉
県
の
「
消
費
者
生
活
の
安
定

と
向
上
に
向
け
た
県
民
提
案
事
業
」

と
し
て
、
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス

テ
ム
千
葉
・
印
西
セ
ン
タ
ー
が
受
託

し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
印
西
市
後
援
。

■時 
1
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
　
分
～

24

10

30

　
時
　
分
。

12

30

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

噛
講
師
…
高
田
忠
昭
氏
（
農
林
水
産

省
主
任
表
示
・
規
格
指
導
官
）。

街
か
ど
心
の
相
談

　
不
登
校
や
中
退
な
ど
で
学
校
に
行

け
な
い
悩
み
や
、
そ
の
ほ
か
精
神
的

な
悩
み
な
ど
、
精
神
保
健
福
祉
士
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
厳
守
し
ま

す
。

■時 
1
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

18

10

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■申 
電
話
ま
た
は
直
接
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

街
か
ど
心
の
相
談
番
外
編

　
一
歩
ふ
み
だ
す
「
若
者
塾
」

■時 
1
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

18

30

午
後
3
時
　
分
。

30

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■内 
対
人
関
係
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

の
改
善
・
学
習
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
と
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

■対 
　
歳
～
　
歳
の
ひ
き
こ
も
り
が
ち

15

35

な
若
者
と
そ
の
家
族
。

■申 
初
回
参
加
者
は
、
事
前
面
接
を
行

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
。

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　
暮
ら
し
の
中
で
心
配
ご
と
や
困
り

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
し
て
、
行
政
書
士
が
て

い
ね
い
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
ど
ん
な
事
で
も
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■時 
…
1
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4

21

時
。

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■内 
相
続
手
続
き
と
遺
言
書
の
作
成
、

成
年
後
見
制
度
、
各
種
契
約
書
と
内

容
証
明
郵
便
の
作
成
、
交
通
事
故
の

処
理
、
外
国
人
の
在
留
申
請
、
そ
の

ほ
か
。

■問 
行
政
書
士
印
西
地
区
会
・
柏
木

（
緯
碓47 
0
8
5
7
）。

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
夜
間
相
談
窓
口

　
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
経

営
改
善
、
設
備
投
資
計
画
、
新
規
開

業
な
ど
の
経
営
相
談
で
す
。

■時 
【
本
店
】
原
則
毎
週
木
曜
【
松
戸

支
店
】
原
則
隔
週
木
曜
日
・
い
ず
れ

も
午
後
5
時
～
7
時
　
分
。

30

■場 
【
本
店
】
千
葉
市
中
央
区
中
央
4

―
　
―
8
千
葉
県
自
治
会
館
内
【
松

17

戸
支
店
】
松
戸
市
本
町
7
―
　
ち
ば

10

ぎ
ん
ビ
ル
。

※
開
催
日
程
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
tp
://w

w
w
.ch
ib
a-cg

c.o
r.

jp
/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問 
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
・
本
店

（
緯
0
4
3
―
2
2
1
―
8
1
8

1
）、
松
戸
支
店
（
緯
0
4
7
―
3
6

5
―
6
0
0
7
）。

怯
新
春
市
民
囲
碁
大
会

　
大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
1
月
8
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

30

午
後
4
時
。

■場 
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

■費 
1
街
5
0
0
円
（
女
性
1
街
0
0

0
円
、
未
成
年
7
0
0
円
）。

■申 
1
月
3
日
峨
ま
で
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
囲
碁
連
合
会
事
務
局
・
吉

田
（
緯
碓46 
1
5
8
1
）、
小
野
寺
（
緯

碓42 
3
9
1
6
）。

怯
第
6
回
「
舞
う
・
弾
く
・
打
つ
」

　
 箏
 の
体
験
・
演
奏
、
さ
ま
ざ
ま
な

そ
う

小
道
具
を
使
っ
た
日
本
舞
踊
も
学
べ

ま
す
。
印
西
市
邦
楽
邦
舞
協
会
主
催
。

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
1
時
～
。

22

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■問 
渡
邉
（
緯
碓47 
3
7
2
1
）。

怯
小
林
地
区
ふ
れ
あ
い
新
春
お

楽
し
み
会

　
小
林
地
区
を
中
心
に
近
隣
地
域
の

み
な
さ
ん
と
新
春
を
お
祝
い
す
る
と

と
も
に
、
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
昔
懐
か
し
い
お
正
月
の

遊
び
や
餅
つ
き
大
会
な
ど
を
通
じ
て

ふ
れ
あ
い
、
親
睦
と
融
和
を
図
る
お

楽
し
み
会
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
1
月
8
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

3
時
（
荒
天
中
止
）。

■場 
小
林
北
2
丁
目
広
場
（
小
林
駅
北

口
）。

■内 
お
正
月
遊
び
（
た
こ
揚
げ
、
こ
ま

回
し
、
竹
馬
な
ど
）、
演
芸
大
会
、
餅

つ
き
大
会
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
。

■費 
一
人
1
0
0
円
。

■問 
佐
藤
（
緯
碓97 
2
5
7
9
）。

怯
ダ
ー
ツ
会
員
を
募
集
し
ま
す

　
脳
の
活
性
化
と
集
中
力
ア
ッ
プ
に

仲
間
に
入
り
ま
せ
ん
か
。

■時 
毎
週
水
曜
日
・
午
後
6
時
～
9
時
。

■場 
船
穂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

■問 
大
澤
（
■携 
0
9
0
―
4
5
4
3
―

8
5
4
4
）。

怯
歩
き
方
教
室
（
3
回
）

■時 
1
月
7
日
臥
、　
日
臥
、　
日

21

29

蚊
・
午
後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

※
雨
天
実
施
。

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
・
花
と
緑
の
文

化
館
（
原
山
）。

■内 
前
半
1
時
間
は
、
室
内
で
正
し
い

歩
き
方
」
と
「
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
」。

後
半
1
時
間
は
、
4
娃
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
。
内
容
は
毎
回
異
な
り
ま
す
。

噛
講
師
…
富
所
正
史
氏
（
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
指
導
士
）。

■対 
　
歳
以
上
。

40
■定 
　
人
（
当
日
受
け
付
け
）。

30
■費 
3
回
分
一
括
2
街
5
0
0
円
（
体

験
1
回
1
街
0
0
0
円
）。

■問 
富
所
（
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
）。

怯
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
第
　
回
定
期
演
奏
会

13

■時 
1
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
（
開

22

場
は
1
時
　
分
～
）。

30

■場 
白
井
市
文
化
会
館
。

■内 
ブ
ラ
ー
ム
ス
（
交
響
曲
第
1
番
）、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
）
ほ
か
。

噛
指
揮
…
高
橋
俊
之
氏
。
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
…
東
海
千
浪
氏
。

■費 
8
0
0
円
（
当
日
券
の
み
）。
小
・

中
学
生
は
無
料
。
全
席
自
由
席
。

胸
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
…
1
月
　10

日
峨
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
ご

覧
の
情
報
誌
名
・「
定
演
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト
希
望
」
を
明
記
し
、
あ

て
先
（
〒
2
7
0
―
1
4
2
4
白
井

市
堀
込
2
―
2
中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ

ン
管
理
事
務
所
気
付
）
ま
で
郵
送

（
当
選
者
は
返
信
は
が
き
の
発
送
を

も
っ
て
通
知
）。

■問 
事
務
局
（
■携 
0
8
0
―
5
3
8
5

―
9
2
6
0
）。

※
午
前
　
時
～
午
後
6
時
に
限
る
。

10

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

相
談

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
う
ち
、
基
礎
支
援
金
の
申
請

期
間
が
当
初
の
「
平
成
　
年
4
月
　
日
ま
で
」
か
ら
1
年
間
延
長
さ
れ
、「
平
成
　
年
4

24

10

25

月
　
日
ま
で
」
と
な
り
ま
し
た
。

10
■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2
5
5
）。

東
日
本
大
震
災
に
係
る

 被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
（
基
礎
支
援
金
）
の
申
請
期
間
を
延
長

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■他 
筆
記
用
具
を
持
参
。

■申 
1
月
4
日
我
～
　
日
画
に
電
話
、

20

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
氏
名
・

連
絡
先
を
明
記
し
、
左
記
へ
。

※
子
ど
も
同
伴
の
場
合
は
、
氏
名
と

年
齢
を
明
記
。

■問 
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千

葉
・
印
西
セ
ン
タ
ー
（
緯
0
1
2
0

―
5
8
4
―
7
4
1
・
胃
碓42 
0
9
1

4
・
■メール in

zai-k
u
m
ik
atsu
@
p
a

l.o
r.jp

）。

※
電
話
受
付
は
平
日
・
祝
日
の
午
前

9
時
～
午
後
3
時
に
限
る
。

県
営
住
宅
空
家
入
居
資
料
を
配
付

　
県
営
住
宅
の
募
集
お
よ
び
空
家
状

況
資
料
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
募
集
資
料
は
二
種
類
、
空
家
入
居

（
年
4
回
／
4
・
7
・
　
・
1
月
）・

10

常
時
（
毎
月
）
で
す
。
資
料
は
募
集

月
の
前
月
末
ご
ろ
に
配
布
し
ま
す
。

胸
配
布
場
所
…
市
役
所
建
築
課
お
よ

び
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
・
中
央
駅

前
出
張
所
・
牧
の
原
出
張
所
。

　
資
料
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
県

営
住
宅
管
理
部
募
集
課
（
緯
0
4
3

―
2
2
2
―
9
2
0
0
）
へ
。

■問 
建
築
課
住
宅
班
（
緯
内
線
7
7

1
・
7
7
3
）。

都
市

碓伺 
引
き
続
き
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
今
夏
の
節
電
に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
東
京
電
力
か
ら
今
冬
の
需
要
電
力
は
安
定
供
給
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
急
激
な
気
温
の
低
下
な
ど
に
よ
る
電
力
需
要
増
加
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
暖
房
時
に
は
換
気
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班
（
緯
内
線
3
5
1
）。

にご協力ください献血

使使
　みなさんから献血いただいた血液は、赤血球、血小
板、血しょうなどの輸血用血液製剤として使われます。
　また、そのほかにも血しょうはその中の特定のタン
パク質を抽出・精製した「血 漿 分画製剤」の原料とし

しょう

て、外科手術などによる出血のときや慢性貧血の改善
が必要な患者さんにも使用されます。
　なお、日本赤十字社の製造能力を超える需要につい
ては、国の指示・指導により一部国内製薬企業が製造
販売を行っています。
■時 1月11日我・①午前10時～11時45分②午後
1時～4時。
■場 市役所（大森）。
※安全な血液供給実施のため献血条件などがあります。
詳しくは下記へ。
■問 市健康増進課総務班（中央保健センター内・緯碓42 
5595）、千葉県赤十字血液センター渉外課（緯047
－457－9927）。


